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「4 万年以前に日本列島に人類はいたのか」。無邪
気さと申し訳なさが同居したような表情が、度胸試
しを迫るような神妙な面持ちが、時に率直に問いか
けてくる。私は構わず「いた」と答える。すると「日
本列島で最古の遺跡はどれか」「あの遺跡の年代はど
れくらいか」「あれは石器か」とたたみかけられるが、
それには「方法の問題だ」と前置きしてその時点で
最も妥当だと思う意見を述べることにしている。

そもそも、4 万年以前の遺跡の存否問題はずいぶ
ん前に決着している。金取遺跡（岩手県遠野市）だ。
第Ⅲ文化層からは、ハンドアックスを彷彿とさせる
両面調整石器や円盤状石器がシンボリックな石器群
が得られた。接合資料をもふくむこれらを、人工品
でないとする意見を寡聞にして知らない。石器は「Ⅲ
c 層上面に集中」し（菊池 1986:5）、下位のⅢ d 層
は Yk-M（焼石村崎野軽石）1) からなる。Ⅲ d 層上
面は波状帯となってⅢ b 層下部におよび、第Ⅲ文化
層の遺物分布を乱す（同 : 第 3 図 , 12）。この波状
帯は、北上山地一帯で観察される周氷河インボリュ
ーションである（井上・小沼 1981）。周氷河インボ
リューションの形成機構（澤口 2006）を考慮すれ

ば、波状帯の凹み最下底で出土したカバノキ属近似
種炭化材の 14C 年代測定値（46,480 ± 710yrBP, 
黒田 2009）は、第Ⅲ文化層の年代下限の定点になる。
周氷河インボリューションより上位では Iw-Od（岩
手 - 生出火山灰 , 30-50ka）由来の火山ガラスが検
出され（松藤 2010:33）、この年代観と矛盾しない
2)。第Ⅲ文化層の年代が4万年前を遡るのは明らかだ。

存否問題を乗りこえれば、列島各地に 20 弱ある
4 万年以前の遺跡候補地の再点検が、ますます重要
になってくる。とかく 4 万年以前の年代をどうやっ
て測るのかが問題になろう。OSL（光励起ルミネッ
センス）法にかかる期待は大きいが、その測定値の
セカンドオピニオンをもつ意味でも、火山灰編年学
を徹底したい。金取遺跡の年代研究では、発掘調査
区のみならず、遺跡を載せる地形面、同一水系の地
形面群へと調査範囲を拡大し、この地域の地形形成
史のなかで金取遺跡の堆積物が年代づけられた。ま
さに地形層序学的手法のお手本である。遺跡候補地
の再点検にあたっては、考古学研究者自身が周辺地
形・地質調査に取り組むことも辞さない、発掘区と
周辺地形とを関連づける調査が存在感を増すだろう。
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図 1　金取遺跡とその周辺の地形
金取遺跡は背後山地から舌状に張り出す中位段丘面上にあり、眼前には低位段丘がひろがる。これらの地形区分は、
北上川中流域の段丘編年と対比されている。
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石器と自然破砕礫の識別、すなわち石器認定をめ
ぐる潜思も避けられないが、科学的コンセンサスを
醸成していくには、方法の整備と検証可能な根拠の
明示が求められる。すでに世に問うたように、割れ
痕跡の判読が安定しない不均質石材でも、手間をか
ければ、黒曜岩などのガラス質石材と同様に観察所
見を蓄積できる（上峯 2014）。この方法に則る限り、
砂原遺跡（島根県出雲市）の石製資料の割れ経過に
はパターンが認められる。他方、すべての出土物を
堆積物と再認識したうえで（菊池 2001）、その場か
らその資料が出土する事実を自然現象で説明できる
かという観点からも、石器認定を議論できる。砂原
遺跡では、原位置性を示す堆積学的根拠をもった石
製資料群が、乾裂面が示す旧地表面上でいくつかの
集中部を見せていた（上峯 2012）。木崎小丸山遺跡

（長野県大町市）では、火山灰由来の細粒堆積物から
剝離痕を持った石製資料が複数出土した（松藤ほか
2016）。

割れ現象や出土状況に関わる、奇妙なようで見慣
れた現象。これらを自然現象で説明する妙案が浮か
ぶまでは、出土物は人が関与した遺物であると考え
るのが妥当、というのが筆者の考えである。空想を
語る場面ならともかく、研究者が意見を述べるにお
いては根拠が必要で、その根拠は特定の対象から明
確な方法に基づいて導かれていなければならない。
夢や信念、ましてや学統の出る幕ではない。科学の
舞台で語る以上、すべては方法と根拠の問題で、確
からしい判断と、より確からしい判断が鎬を削るこ
とになろう。

註

（1）Yk-M そのものの年代は未詳だが、北上低地では、Yk-M

の直上に Yk-Y（焼石山形軽石 , 82 ± 19ka: 渡辺ほか

2003）が堆積していて、両者の年代は近いと見られる（松

藤 2010:32）。

（2）Iw-Yu（岩手 - 雪浦軽石）の FT 年代（67 ± 7ka, 伊藤

ほか 2007）を Iw-Od の年代の近似値と見なし、第Ⅲ文

化層の年代に関連づける意見もある（松藤 2010:33）。

しかしながら Iw-Yu は Iw-Od（ないしは生出黒色火山

灰 ; OBA）の火山ユニットの最下部で、Iw-Od はやや長

期にわたる堆積物とされているから（土井 2000:222）、

Iw-Yu の FT 年代は第Ⅲ文化層の年代根拠には採用しに

くい。

引用文献

伊藤順一ほか　2006　「岩手 - 雪浦軽石 ( 生出黒色火山灰群

下部 ) の FT 年代値」『日本火山学会講演予稿集 2007』　

p.44。

井上克弘・小沼　敦　1981　「北上川中流域における黒沢尻

火山灰の層序・分布と強磁性鉱物の化学組成」『第四紀

研究』20(1)　pp.1-14。

上峯篤史　2012　「日本列島「最古級の遺跡」の堆積学」『旧

石器考古学』76　pp.39-52。

上峯篤史　2014　「斑晶観察法による「前期旧石器」の再検

討」『旧石器考古学』79　pp.1-16。

菊池強一ほか　1986　『金取遺跡発掘調査報告書』宮守村教

育委員会。

菊池強一　2001　「石器の産状は何を語るか」『科学』71(2)　

pp.160-165。

黒田篤史編　2009　『市内遺跡詳細分布調査報告書：補足・

総括』遠野市教育委員会。

澤口晋一　2006　「北上川上流域における周氷河インボリュ

ーションの形成年代」『季刊地理学』58　pp.228-236。

土井宣夫　2000　『岩手山の地質』岩手県滝沢村教育委員会。

松藤和人　2010　『日本と東アジアの旧石器考古学』雄山閣。

松藤和人ほか　2016　「長野県木崎小丸山旧石器遺跡の研

究」『旧石器考古学』82　pp.1-26。

渡辺満久ほか　2003　「北上低地帯南部における第四紀テフ

ラの FT 年代と河成段丘面の編年」『日本地理学会発表要

旨』63　p.111。

図 2　金取遺跡第Ⅲ文化層の石器
第Ⅲ文化層からは、4 万年前を遡る確実な人工品が多数
出土している。遠野市教育委員会蔵




